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認知症のλが地域守
安心レτ暮らせる
地域"Jくυを目指レ
この訓練は、認知症になっても安心して暮らせる

まちづくりを目指すために、みんなで

認知症について理解し、助けあいと

支えあいに満ちた合志市にしよう

と、 11月18日(日)に黒石市民セン

ターを中心として、ささえ愛隊をはじ

め関係区長並びに地域の民生委員の

方々と共に実施しました。

今年で3回目となる今回の訓練は、

最初に黒石市民センターにおいて、ひと

ちいき計画ネットワーク代表取締役の佐

伯謙介氏による講演と、社協職員の

.-

「はってん組』による俳佃している方への声のかけ

方についての「悪い例」と「良い例」を見た後に、

黒石地区を中心に5つのルートに分かれて、各俳佃

役とサポーターが歩き回り、市民の方々による認知

症の方への芦のかけ方を訓練しました。

訓練の後、参加者は黒石市民センターに集まり、

食改善グループの方々による美味しいカレーライス

をいただき、事例発表やサポータ一等の意見交換等

が行われました。

参加者からは 「認知症は誰もがなり得る。認知症

になっても安心して暮らせる社会づくりが大切。道

に迷っている方を見かけたら、やさしい一声をかけ

ることができるよう日頃から心掛けたい。」との声

も聞かれました。
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障がい者支援センター
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期間:1月申匂まで
時間:夕方-22跨ぐらいまで

I輝き館ひかりj
耳目問:12月25日まで
時間 :夕方-22時ぐらいまで

去る11月10日にヴィーブルにて行われた、第6回合志市文
化祭の作品展示のブースにデイサービスの皆様で作った作品を

展示しました。

デイサ ピスのちょっとした合間やレクレーション内でコツ

コツと製作したフラワ アレンジや、ちぎり絵、ベットボトル

風車、刺し子などです。
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シングルシル'It-.，s‘れaらいのつどいを
開催しました11

ふれあい館デイザーヒスの
に素敵怠ボランティアさhP
仁 デイセンター開設当初から行っ

ている行事のひとつに「芋あん

因子汁会jがあります。ふれあ

い館の畑でとれたから芋を

使って、ご利用者やわくわく

クラブのお母さんと子どもた

ち、職員も一緒になってみん

なで楽しく作ります。そのだと

汁っくりの強い昧方が、ボラン

ティアの木山さん、迫さんです。毎

年、お手伝いしてくださり、もう10年

自になりました。芋あん因子汁は、この合志市の郷土料理

です」子どもの頃から良く食べてた人!合志市に来て初め

て食べた人l芋あんのあま~いあんこを、つぶした芋を混

ぜこんだやわらか~い生地で包んだお因子をやさいたっ

ぷりの味噌仕立ての大きな鍋で仕上げます。木山さん、迫

さんlあんこ作りや生地作り、作り方の手順などたくさん

のお手伝いありがとうございました。おかげで今年もおい

しい「芋あん因子汁Jみんなてーたくさんいただきました。

11月15日(木)、西合志南中学校ボラン
ティア委員会を代表して島田君と淵脇さん

が来館され、学校で集めた共同募金の贈呈晶

古・ーが行われました。寄せられた募金は、子ども '

~たち・高齢者 ・ 障がいをお持ちの方などを

-・ 支援する様々な福祉活動に役立てられま 」

浄 れありがとうございました。 ..  
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合志市民生児童委員協議会が主催で、75歳以上のお一人暮らし高
齢者をご招待し、楽しいアトラクションや食事会を行っております。

11月19日(月)西部地区で85名、 11月27日(火)東部地区で72名
の参加があり、民生委員さんのおもてなしによる、笑顔溢れる一日と

なりました。

Aすずかけ台保育園
との51:流

Aおいしい豚汁やおにぎりが出ました

西部民児協
佐藤会長挨拶ー

い1

企ビンゴゲームの様子

。



11月24日(土)ふれあい館交流ホールにて

障がいをお持ちの方もそうでない方も、年齢も関係なし みんなが

一緒になって音楽や芸術に触れ、楽しさを共有できる場をつくりたい

という思いで、この文化祭を開催しました。

たくさんのご来場ありがとうございました。来年もお楽しみに・

わが与のがA.lf.る字に

感量hしました.
児童デイ利用者の保積者

児童のアートにl巷量消し、

表ほろぼろ('した.

地活のご利用者

本当に遥かいスタッフさA.i童、

身体中?-ショーを楽しA.('く
れた4子供たち、親御さ人たち、
管さA."ti，りカずとうこ蜘ざいました.

TAP DO! 吉田ひかるさん

4お坊さん)(J~ーンアーテイ
スト「メタボブラザーズJ
の作品に目を輝かせる子
どもたち会

児童デイの子どもたちによる車IJ
rしあわせの大きなかぷ」
うんとこしょ、どっこいしょ l

子どもたちは、それぞれ大きくなったらな
なって登題。仮面ライターにアイドル・
花屋さん。みんなで力をあわせてかぶを引

事，iETlのτ云主主右事、ごき向。しまでAtr'?
・日時 1月12日(土)1 O :30~ 
・場所.黒石区の田んぼ

4フィナーレは「手のひら
を太陽にわの手話と歌
で会場がひとつにー

(とうもろこし迷路を目印におこしください)

・参加費無料
・持ってくるもの お正月のお飾り・お餅・箸・おわん・

飲み物など ※雨天中止

.各種ボラシティアさんも募集中です。詳細は「れんがの家」にお問い合わぜください。 可
L*ホームページに「れんがの家」の行事予定と新聞「パ・ト・ンJを掲載しています。，
I問い合せ1 TEL: 242-2271 FAX: 223-5625 E-mail: renga@koshi-shakyo.co.jp 
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『こどもの緊急ザポート』とは?

緊急な場合の保育園へのお迎えと病院

受診付き添い、病気の子どちの預かり

など、子育て中の困りごとを地域の中

でサポートしていくネットワーク事業

です。登録には、 1時間
程度の説明会の受講が必

要です。登録希望される

方は電話連絡後、

ふれあい館まで

お越しください。

河口ーァ・'，"1講座f保

ファミリーサポ トセンターでは、子育てにおける突発

的なニーズへの確実な対応に伴い、地域の中でサポートし

ていくネットワーク事業『こどもの緊急サポート』を行っ

ています。ご協力いただけるサポ 卜会員向けに講座を開

催します。興味のある方もお待ちしております。

圃とき 1月22日(火) 9 : 30~ 1 2: 00 
・ところ ふれあい館

園内容保育看護

闘講師チャイルドケアサポートみるく室長

永野手口子さん(医療保育士)

※詳しくはお問い合わせ下さい。

1jミリ J サボーート

生侍~~札乞開催しま したi

11/18 (日)毎年恒例の全体交流会を開催しました。
今年は97名の参加があり、劇団ばれつとによる人形劇

「シンデレラ」の鑑賞、会員さんによる体験発表、ボラン

ティアさんに作っていただいたおいしい豚汁とおにぎりの P

会食、グループ対抗しりとり歌合戦を楽しみました。参加さ

れた皆様からも、 fとても楽しかったJ rファミサポを利用

することへの不安がなくなった r預かる側として講座を受

けたいJ r食事がとてもおいしかった」とたいへん好評でし

た。参加してくださった皆様、ご協力いただいたボランティア

の皆様ありがとうございました l来年もたくさんの皆様の参加

をお待ちしております。

民'JW
センター初の試みとして、地区座談会を開催しました。

44fS終

第1回目は、会員稼働率No.1の桜路地区。 10名の利用 ・両方会
員さんと14名の子どもたちでにぎやかに行われました。

登録のみでまだ利用されたことのない会員さんもいらっしゃい

ましたが、自己紹介したり、利用されている方々の話を直接聞く

ことて合安心されたようで、その場で5組の方が顔合わせされまし
た。明るく元気な桜路地区の会員さんは、地区外の方の依頼も快

く受けてくださり、大変感謝しています。

桜路地区の皆さん、ありがとうございました。

今後も地区座談会を開催していく予定です。会員の皆様、奮っ

てご参加ください。



dちυ」クfどラございま ι
次の方々から社会福祉協議会にご寄付いただきました。厚〈お礼申し上げます。
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お箆ぴ :前回発行の“ほっとライン12月号"に掲織させて頂きました『香典返しJr一般寄付Jr寄贈aは9/1-9/30受付分ではなく
10/1-10/31受付分の誤りでした。関係者の皆僚には大変ご迷惑をおかけいたしました。訂正してお轄ぴ申し上げます。

EH孟tt.i.:1i長国当~，晶司品ニー

宿泊~当澄ヨE国 ￠誌
社会信祉協議会てl乱各種相談窓口を開設じています。九‘“~
お気軽にご相談ください。 司・F

九州各県を中心に海外
での公演も行う、元気
いっぱいのDANJ(ネ
団の公演です E

DANパネ団のなべさんによ
るアットホームなブラックパネ

ルパネルシアター劇場』

ブラックパネルを使って、ライ

トで照らすことで絵や人形が光

る幻想的な美しい世界を楽し

みましようJl(公演中部屋が少

し暗くなります)

・とき 2月16日(土}
13目50開場
14:00~15 ・ 00

・ところ ふれあい館交流ホール

・対 象・どなたでも(幼児は保護者同伴)

・参加料.無料 ・定員:50名程度

・受付開始 1 月 17日(木)9 : 00~
ふれあい館窓口または電話でお申し込

みください。(TEL242-7008) 

相談日場所 担当相説員 相殿内容

1/10 (木) 行政弁相護談士委員 法律に関すること
(みどり館) 人権擁護委員

1/21 (月) 弁護士 生活上の
行政相談委員 お困りごとについて

(西合志庁舎) 人権擁護委員

⑮ 10:00-12:00 13:00-15:00 
※相鮫受付時間 9:30-14:30 

相般日窃所 担当相鍛員 相政内容

1/16 (水) 合志市障害者親の会 障がいに関する相談
(ヴィーブル福紅会館) 「虹の会」 (主に知的障害に

⑮ 10:00・12・00 (知的障害者相談員) 関する内容)

月~金 樹吐やボランティア
(ふれあい館) 社会福祉協議会職員 に関すること

⑮ 8:30・17:∞ こどちに関する相談

社会福祉法人 合志市社会福祉協議会 TEL242-7000 1ft) 

-このみ坂保育園 TEL247-6630
. 南ケ丘福祉宣橿センター

輝き館ひかり TEL288-2240 
. 障がい者主撞センター

れんがの家 TEL242-2271 

TEL242-7000 

TEL248-0400 

TEL248-2625 

-ふれあい館

・みどり館

掴福祉会館⑨ 
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